
薬剤管理サマリーの運用について



薬剤管理サマリー運用の流れ

継続的な薬物治療・薬学的支援
のための情報共有



運用にあたって
三友堂病院薬剤部では退院後の薬学的支援を継続するために、担当薬剤師
が薬剤管理サマリーの作成を行っています。

退院時に患者さんまたはご家族等に薬剤管理サマリーをお渡しし、かかり
つけの保険薬局に提出していただいています。また必要に応じて、かかり
つけの保険薬局へ薬剤部よりサマリーをFAX送信しております。

サマリーは、日本病院薬剤師会作成の「薬剤管理サマリー（令和５年度改
訂版）」を使用しています。



御中

下記患者様の入院中の薬学的管理・支援等について共有させていただきますので引き続き支援の程お願いいたします。

日

指標としたツール

剤

標準化eGFR(mL/min/1.73m2)

基本情報

今回の入院の目的・病名等

入院時情報（薬学的総合評価）

 

入院中の経過
経過の理由等日付 経過区分 医薬品名

持参薬情報

認知機能低下の有無

服薬管理状況
調剤方法
投与経路

アドヒアランス状況

（測定日）

診療科

副作用・アレルギー歴

腎機能
その他特筆すべき検査情報 個別化eGFR(mL/min)

Ccr(CG式:mL/min)

氏名 性別 生年月日 年齢(歳)

入院期間
入院時の病棟 退院時の病棟
入院日

　
退院日(予定日)

身長(㎝) 体重(㎏) 体表面積BSA(m²)〔Du Bois式〕

薬　剤　管　理　サ　マ　リ　ー

主治医

SCr(mg/dL)

お薬情報ツールの確認 お薬手帳 薬剤管理サマリー その他

自己管理 看護師管理 介助者(家人等含む）管理 その他
PTP等 一包化 簡易懸濁 粉砕 その他
経口 経管
無 有
良好 多少問題あり 不良 その他

剤 →

以上、ご不明な点がございましたら下記までご連絡ください。
〒 992-0033 山形県米沢市福田町2丁目1-55 担当薬剤師

入院中の薬学的管理・支援に関する経過等

退院後の薬学的管理・支援のフォローアップ依頼内容等

退院時処方 服薬しない残薬の有無

薬剤調整加算
対象薬
対象薬

薬剤総合評価調整加算

投与経路

有の場合の対応

◆提供した本文書以外のお薬情報

三友堂病院

服薬管理状況
調剤方法

無 有

処方変更に伴う継続評価 アドヒアランスの改善 投与方法 ポリファーマシー対策 効果判定及び副作用モニタリング
認知機能 身体機能 生活環境 その他

お薬手帳 手帳シール(未持参のため） 薬剤情報提供書 その他

自己管理 看護師管理 介助者(家人等含む）管理 その他
PTP等 一包化 簡易懸濁 粉砕 その他
経口 経管



患者ID 作成日

様について、

※　個人情報保護にかかる同意について下記の項目いづれかをチェックしてください。

返信に当たっては、

施設名

〒 担当薬剤師

担当薬剤師 行

薬剤管理サマリー返書（情報提供・共有シート）

【薬剤管理サマリーの発行の経緯と返書のお願い】

当院では退院後の薬物療法支援を継続的なものにするため、サマリーを発行し、本用紙（返書）を活用することで双方向の情報提
供・共有等の連携構築に努めています。
つきましては、退院後の薬物療法支援の状況等について、本用紙（返書）にてご報告いただけましたら幸いです。
また、患者さんの薬物療法支援に関して、不足の情報やご不明な点がございましたら、お気軽にお問い合わせください。

三友堂病院薬剤部　受付時間：平日8：30～17：30　直通TEL：0238-24-3730
直通FAX：0238-24-3732

以下、今後のサマリー普及、双方向の連携強化のためご回答いただけましたら幸いです。

以下の事項について、ご報告申し上げます。

受け取ったサマリーのフォローアップ内容について、以下の職種と共有しております。

フォローアップ依頼内容の報告 追加情報の希望

貴施設発行の薬剤管理サマリーを受け取りました。引き続き、サマリーに記載のフォローアップ内容について、継続支援を行います。

医師（かかりつけ医・主治医） 施設看護師 訪問看護師 ケアマネージャー リハビリスタッフ 栄養士

施設介護職（日常ケアに携わる者） 訪問ヘルパー 家人（主たるケアに携わる者） その他

退院後処方の変更 その他

患者の同意を得ています。

施設内掲示にて包括同意を得ています。

特に有益だった事項 情報共有が必要と思われる事項 その他



「お薬手帳」と「薬剤管理サマリー」について

薬剤管理サマリーは、お薬手帳の内容だけでは網羅しきれない入院中の薬
物治療の情報や入院中に発現した副作用とその対応について、および、中
止・変更した薬剤情報等、薬剤に関わる重要な情報を記載しております。
患者さんの安全な薬物治療を支えるため病院・保険薬局等の薬剤師がシー
ムレスに関わっていくための手段です。
退院後の切れ目のない薬物療法の継続のためにも、お薬手帳といっしょに
薬剤管理サマリーをご確認いただき、保険薬局薬剤師や担当医療介護関係
者と情報共有していくことが重要であると考えます。



サマリーを受け取られた保険薬局・医療関係者の皆様へ

• 薬剤管理サマリーについては入院中の服薬状況や退院後の生活などについ
て情報共有が必要とされる方を対象に作成し、退院時にお渡ししておりま
すのでサマリーの内容をご確認いただき、薬剤管理指導や支援の際などに
ご活用いただけますと幸いです。退院後には必ず薬剤管理サマリーの有無
をご確認ください。

• 返書を活用することで双方向の情報提供・共有等の連携構築に努めていま
す。つきましては、退院後の薬物療法支援の状況等について、添付の返書
にてご報告いただけましたら幸いです。また、患者さんの薬物療法支援に
関して、不足の情報やご不明な点がございましたら、お気軽にお問い合わ
せください。



• 薬剤管理サマリーに対する返書や今後のサマリー普及、双方向
の連携強化のためご意見等をご回答いただけましたら幸いです。
継続的な薬物療法支援のために活用させて頂きます。

三友堂病院薬剤部

受付時間：平日8：30～17：30
直通TEL：0238-24-3730
直通FAX：0238-24-3732
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